



























































































 以上の 4 章から 8 章までの歴史記述を通じて明らかとなった、コミックスをめぐるモノ
としての認識枠組みの重層性という観点を踏まえ、9 章の結論では、まず、1970 年代以降
の「メディアとしてのマンガ」をめぐる社会的な共通認識が、「コミックス」というモノの
“存在感”と不可分に形作られるような、〈コミックスの専制〉とも呼べる「知覚の習い」
の成立を要件としていたことを指摘した。その上で、これまでのメディア論的マンガ論、
マンガ研究における「コミックス」の不在について立ち返り、そこで提起される「メディ
ア」という自律的領域の措定がいかに「物質性」の抑圧・単純化を伴うものであったか、
そして、その意味で「コミックス」は、この「メディア」と「物質性」の二つの概念の重
なる境界に位置することで、「マンガ」という枠組みの存立要件への再考を私たちに促す存
在であると結論付けた。 
 
